
学会名

演題名

発表者

内容

イネのファイトアレキシン生産におけるジャスモン酸シグナルの模式図
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【植物化学研究室】

イネにおける抗菌性二次代謝物質ファイトアレキシンの生産には、植物ホルモンであるジャスモン酸が関与

していることは知られている。ジャスモン酸の活性型であるジャスモノイルイソロイシンはCOI1-JAZ受容

体複合体により認識され、下流遺伝子の転写が誘導されると考えられるが、イネにおいてCOI1ホモログは３

つ存在し、それらのファイトアレキシン生産への関与は明らかではない。本研究では、ゲノム編集によりイ

ネの３つのCOI1ホモログ(OsCOI1a, b, c)について変異株を作製し、それぞれの変異株におけるジャスモン

酸誘導的なファイトアレキシンの蓄積を解析した。その結果、OsCOI1cの変異株においてのみ、ファイトア

レキシン生産の顕著な現象が見られた。このことから、イネのファイトアレキシン生産においては、

OsCOI1cが重要な役割を担っていると考えられる。

 本研究は、植物化学研究室の平成28年度、平成29年度の卒業論文研究の一環として行われ、卒研生が発表

を行った。

関連画像

バイオサイエンス学科　学会発表

【発表者について】アンダーラインは本学教員、研究員および技術職員、○は発表者、※は大学院生、卒研生または卒業生

植物化学調節学会　第52回大会

イネにおけるファイトアレキシン生産に関与するCOI1ホモログの同定


